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 昨日、台湾の高校生１７名が向陽高校を訪れました。１，２，３年国際文科の生徒達と中国語で交流し

ていました。時にはジェスチャーや漢字を使ってコミュニケーションを図っている生徒達の姿はとても生

き生きしていました。日頃勉強している中国語を実際使う良い機会だったと思います。また、1年生はこ

の交流を通して中国語への興味・関心が高まったことでしょう。 

 外国人と意思の疎通を図ることができることが、外国語を学ぶ醍醐味ですよね。これからもっともっと

中国語の勉強に励んで下さい。 

  

 ～交流を通しての感想～ 
         2年国際文科 棚原羽衣 

  

今日は初めて台湾の高校生と交流をして、ど

んな人が来るんだろうってめっちゃどきどきして

待ってた。来たら、すぐ机に案内して、イスに

座ってもらい、初めて向かい合った。とりあえ

ず、何を話せばいいのかわからなくて、めっち

ゃ緊張した。昨日、練習したのに、それも出来

なくて自分の中国語のレベルの低さを身にし

みて感じた。そんな時に、英語を使ったら結構

コミュニケーションがとれて、あらためて英語の

大切さも感じることが出来ました。だけど、私は

中国語も話せるようになりたい。だから、授業と

か 7月に中国に研修も行くから、それを通し

てもっと中国後に力を入れていきたい。 

 今回は本当によい経験になったから、この経

験をこれからの自分の将来につなげていきたい。 

 

～交流を通しての感

想～ 

2年国際文科  金城 景 

 

日本語が全くしゃべれない

と言っていたので、最初はと

ても不安だったけど、授業で

習った単語がわかってもら

えたり、英語でも結構会話

できて本当に楽しかった。1

時間がとっても短く感じた。 

 台湾では｢クレヨンしんちゃ

ん｣が人気で毎日放送され

るって聞いてめっちゃびっく

りした。 

中国語も英語ももっと頑

張りたい！ 
 


